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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
合
併
後
、
新
し
い
葛
城
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
な
が

ら
、
市
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
こ
の
３
年
間
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
政
が
「
安
全
・
安
心
」「
愛
着
・
快
適
」「
や
さ
し
さ
・
生
き
が
い
」「
参
画
・

活
力
」
を
施
策
の
柱
と
し
た
総
合
計
画
に
添
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
各
種
の
事

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
、
任
期
締
め
く
く
り
の
年
と
し
て
財
源
の
確
保
に
努
め
、

公
約
い
た
し
ま
し
た
「
住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
葛
城
市
」
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た

め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
、
福
祉
や
保
健
施
策
の
充
実
、
幹
線
道

路
網
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
、
防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全
対
策
の
強
化
や
上
下
水
道
の

整
備
を
中
心
と
し
た
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
、
山
麓
地
域
を
中
心
と
し
た
環
境
保
全
と

活
性
化
、
学
校
教
育
と
生
涯
学
習
の
更
な
る
推
進
、
さ
ら
に
は
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
地
域
格
差
の
拡
大
、
地
方

交
付
税
の
削
減
な
ど
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
み
な
さ
ま
の

信
頼
と
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

葛城市長

　　川　義　彦
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
こ
の
た
び
、
十
二
月
に
行
わ
れ
た
葛
城
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
市
議

会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
以
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

こ
の
う
え
は
、
市
議
会
議
長
と
し
て
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
公
正
・
公
平
な
議
会
運

営
を
念
頭
に
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
野
党
が
過
半
数
を
占
め
る
結
果
と
な
り
、

そ
の
後
、
福
田
総
理
が
誕
生
す
る
と
い
う
、
大
き
な
変
革
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
の
推
進
か
ら
、
地
方
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
増
し
、

国
の
歳
出
削
減
と
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
新
市
建
設
計
画
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
活
発
な
議
論
を
通
じ
、
議
会
審
議
の
一
層
の
活
性
化
に

取
り
組
み
、
議
決
機
関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
ま
た
、
各
事
業
が
適
法
・
適
正
に
、

そ
し
て
公
平
・
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
監
視
す
る
と
い
う

議
会
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
設
置
い
た
し
ま
し
た
葛
城
市
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
市
民
の

代
表
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
見
直
し
、
そ
の
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
議

会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

最
後
に
、
今
年
が
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

葛城市議会議長

西  川  弥  三  郎
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調
停
委
員
と
し

て
、
永
年
に
わ
た

り
調
停
制
度
に
貢

献
し
た
こ
と
に
対

し
、
松
村
實
秀
氏

（
當
麻
）
が
、
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

松
村
實
秀
氏
に
旭

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　

地
域
の
清
掃
活

動
を
長
年
に
わ
た

り
行
わ
れ
て
い
る

功
績
に
対
し
、
涌

井
せ
つ
氏
（
新
町
）

が
緑
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

涌
井
せ
つ
氏
に
緑

り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
開
催

　

平
成
19
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
12
月
5
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員
会
の
委
員
及
び
監
査
委
員
な
ど
議
会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
新
た
な
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

議　

長

 　

西
川　

弥
三
郎 

副
議
長

 　

川
辺　

順
一

○
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

阿
古　

和
彦

副
委
員
長　

高
井　

悦
子

委
員　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　
　
　
　

川
西　

茂
一

　
　
　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

民
生
水
道
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

岡
島　

辰
雄

副
委
員
長　

朝
岡　

佐
一
郎

委
員　
　
　

西
井　

覚

　
　
　
　
　

野
志　

昭

　
　
　
　
　

南　

要

　
　
　
　
　

白
石　

栄
一

都
市
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

吉
村　

優
子

副
委
員
長　

山
下　

和
弥

委
員　
　
　

川
辺　

順
一

　
　
　
　
　

下
村　

正
樹

　
　
　
　
　

亀
井　

一
二
三

　
　
　
　
　

石
井　

文
司

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

南　

要

副
委
員
長　

西
井　

覚

委
員　
　
　

吉
村　

優
子

　
　
　
　
　

阿
古　

和
彦

　
　
　
　
　

川
西　

茂
一

　
　
　
　
　

岡
島　

辰
雄

　
　
　
　
　

高
井　

悦
子

○
監
査
委
員

　
　
　
　
　

石
井　

文
司

○
組
合
議
会
議
員

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　
　
　
　

川
辺　

順
一

奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　
　
　
　

川
辺　

順
一

　
　
　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　
　
　
　

亀
井　

一
二
三

○
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

寺
田　

惣
一 

副
委
員
長　

朝
岡　

佐
一
郎 

委
員　
　
　

山
下　

和
弥

　
　
　
　
　

西
井　

覚

　
　
　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　
　
　
　

吉
村　

優
子

　
　
　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　
　
　
　

白
石　

栄
一

　
　
　
　
　

石
井　

文
司

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

川
西　

茂
一

副
委
員
長　

下
村　

正
樹

委
員　
　
　

阿
古　

和
彦

　
　
　
　
　

川
辺　

順
一

　
　
　
　
　

岡
島　

辰
雄

　
　
　
　
　

野
志　

昭

　
　
　
　
　

南　

要

　
　
　
　
　

亀
井　

一
二
三

　
　
　
　
　

高
井　

悦
子

葛
城
市
議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

亀
井　

一
二
三 

副
委
員
長　

白
石　

栄
一

委
員　
　
　

山
下　

和
弥

　
　
　
　
　

西
井　

覚

　
　
　
　
　

吉
村　

優
子

　
　
　
　
　

阿
古　

和
彦

　
　
　
　
　

川
西　

茂
一

　
　
　
　
　

岡
島　

辰
雄

　
　
　
　
　

南　

要
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11
月
28
日
に
鈴
木
妙
子
さ
ん
（
竹
内
）
が
、
ま
た
、
12
月

10
日
に
辻
本
ア
サ
ヱ
さ
ん
（
南
今
市
）
が
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、

川
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を
前
に
、
ご
家
族
よ
り
温
か
い

祝
福
を
受
け
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

祝 

1
0
0
歳鈴木妙子さん

　

11
月
19
日
、
子
ど
も
た
ち

に
食
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
か
つ
ら
ぎ
食
育
研

究
会
（
今
村
知
子
会
長
）
の

主
催
に
よ
り
市
内
の
私
立
保

育
園
（
浄
正
院
・
は
じ
か
み
・

華
表
保
育
園
）
の
園
児
を
招

い
て
、

川
政
弘
さ
ん
（
南

今
市
）
の
田
ん
ぼ
に
て
エ
ン

ド
ウ
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
米
の
収
穫
後
、

次
の
田
植
え
ま
で
の
間
に
収

穫
で
き
る
た
め
、
昔
か
ら
農

家
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
暖
か
く
な
っ
た
ら
大
き
く

な
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
た
取

り
に
来
て
ね
」
と
い
う
問
い

か
け
に
、
園
児
た
ち
は
元
気

よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
ド
ウ
種
ま
き

　

こ
の
た
び
、
第
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

の
高
揚
と
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
本
市
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
川
古
一
氏
に
葛
城
市
一
般
表
彰

　

12
月
6
日
・
7
日
、
市
内
各
公
立
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
も
ち

つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　

子
ど
も
た
ち
も
き
ね
を
持
ち
、「
よ

い
し
ょ
！
」
と
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
お

も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。 

　

も
ち
米
か
ら
お
も
ち
に
変
わ
っ
て
い

く
様
子
を
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
深
そ

う
に
見
て

い
ま
し
た
。 

　

つ
き
た
て

の
お
も
ち

は
、
き
な
こ

も
ち
に
し
て

お
い
し
く
食

べ
ま
し
た
。

も
ち
つ
き

辻本アサヱさん

　

10
月
15
日
、
葛
城
市
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
6
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

新
庄
庁
舎
等
の
施
設
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
13
カ
所
の
公
共
施
設
に
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
4
回
に
わ
た
り
、
市
職
員
（
受

講
約
80
人
）
を
対
象
に
市
消
防
署
消
防
課
の
署

員
を
講
師
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
含
め
、

救
命
措
置
に
つ
い
て
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
な

ど
の
手
順
に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
人

形
を
用
い
て
「
反
応
の
確
認
」、「
助
け
を
呼
ぶ

（
1
1
9
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
）」、「
気
道

の
確
保
」、「
人
工
呼
吸
」、「
胸
骨
圧
迫
」
等
を

行
う
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
実
技
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
中
で
胸
部
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
電
極
パ
ッ

ド
の
貼
り
付
け
や
、
心
臓
へ
の
除
細
動
ボ
タ
ン

を
押
す
な
ど
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

も
実
技
を
受
け
、

体
験
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
病

気
や
突
然
の
事

故
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ

う
全
職
員
の
受

講
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

市
職
員
A
E
D
救
命
講
習
会
開
催 
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11
月
18
日
、
市
民
体
育
館
に

お
い
て
葛
城
市
民
綱
引
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
男
子

の
部
（
4
チ
ー
ム
）、
女
子
の

部
（
3
チ
ー
ム
）、
男
女
混
合

の
部
（
6
チ
ー
ム
）、
小
学
生

の
部
（
11
チ
ー
ム
）
の
計
24
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
、
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

！
熱
戦
！ 

第
4
回 

葛
城
市
民
綱
引
大
会

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝

：

中
戸　

　

準
優
勝

：

葛
城
市
役
所　

　

第
3
位

：

新
庄　

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝

：

當
麻
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン

　

準
優
勝

：

ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　

第
3
位

：

新
庄

【
男
女
混
合
の
部
】

　

優　

勝

：

新
庄

　

準
優
勝

：

忍
海
小
学
校
・
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

第
3
位

：

新
庄
教
員
チ
ー
ム

【
小
学
生
の
部
A
グ
ル
ー
プ
】　

　

優　

勝

：

新
庄
小
野
球
部

　

準
優
勝

：

當
麻
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ

　

第
3
位

：

當
麻
ゴ
ー
ル
ド
・
ス
タ
ー
ズ

　
　

〃　

：

新
庄
サ
ッ
カ
ー
部
Ｃ

【
小
学
生
の
部
B
グ
ル
ー
プ
】

　

優　

勝

：

磐
城
デ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

　

菊
の
季
節
の
訪
れ
と
と
も
に
、
今
年
も
恒
例

の
菊
花
展
が
10
月
28
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た
多
数
の
大
作
・

大
輪
菊
が
、
新
庄
庁
舎
、
當
麻
庁
舎
の
展
示
会

場
に
美
し
く
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
一
帯
で
は
、
菊
の
香
り
と
鮮
や
か

な
花
の
色
が
周
辺
の
景
色
に
彩
り
を
添
え
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
賞
菊
の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、
そ
の
優
秀
花
の
展
示
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

葛
城
市
菊
花
展

奈
良
県
知
事
賞 

 
山
本
公
次
（
疋
田
）

葛
城
市
長
賞 

 

山
本
武
文
（
疋
田
）

奈
良
県
議
会
議
長
賞 

梅
田
一
良
（
脇
田
）

葛
城
市
議
会
議
長
賞 

桝
井
弘
志
（
當
麻
）

奈
良
県
教
育
長
賞  

田
仲
永
一
（
辨
之
庄
）

葛
城
市
教
育
長
賞  

山
本
楢
征
（
疋
田
）

奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

 
 

 

黒
川
忠
武
（
勝
根
）

葛
城
市
観
賞
菊
愛
好
会
長
賞

 
 

 

増
田
順
弘
（
大
畑
）

国
華
園
賞 

 

山
本
公
次
（
疋
田
）
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副市長

副市長
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後

や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な＜
万
が

一＞

の
事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合

い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
け
が
や
病
気

で
障
害
が
残
っ
た
場
合
や
、
生
活
を
支
え
て

い
る
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
場
合
に

は
、
障
害
・
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。（
一

定
の
要
件
が
必
要
で
す
。）

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

ど
の
よ
う
な
人
が
加
入
す
る
の
？

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
全
て
の
人
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
等
の
方
は
、「
第
1
号
被
保
険
者
」
と

な
り
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
の
方
は
、
厚
生
年
金

ま
た
は
共
済
組
合
の
加
入
と
な
り
「
第
2
号

被
保
険
者
」、
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
は
、「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
な
り
ま
す
。

■ 
加
入
手
続
き
は
？

　

「
第
1
号
被
保
険
者
」
と
な
る
方
は
、
20

歳
の
誕
生
日
の
前
月
に
届
く
「
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届
書
」
に
よ
り
市
役
所
の

市
民
課
に
て
届
出
を
し
ま
す
。

　
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
な
る
方
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
「
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
社
会
保
険
事

務
所
に
て
届
出
を
し
ま
す
。（
用
紙
は
社
会

保
険
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。）

■ 

保
険
料
の
納
付
は
？

　

第
1
号
被
保
険
者
の
方
は
、
加
入
手
続
き

後
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年

金
保
険
料
納
付
案
内
書
に
よ
り
、
毎
月
の
保

険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
ご
自
分
で
納
め
ま

す
。

　

全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
の
ほ

か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
）

を
利
用
す
る
方
法
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■ 

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
？

◆
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
申
請

　

申
請
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
全
額
免
除
又
は

一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。（
全
額
納
付
し
た

場
合
と
比
較
し
て
、
年
金
額
が
、
全
額
免
除

は
1
／
3
、
半
額
納
付
は
2
／
3
、
1
／
4

納
付
は
3
／
6
、
3
／
4
納
付
は
5
／
6
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
一
部
の
免
除

が
承
認
に
な
っ
た
場
合
、
一
部
納
付
額
を
納

付
し
な
け
れ
ば
未
納
と
な
り
、
一
部
免
除
も

無
効
と
な
り
ま
す
。）

◆
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

◆
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
年

金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

※
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
が
承
認
に
な
っ

た
場
合
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
3
年
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課

　

ま
た
は
、
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

 

☎
（
22
）
3
5
3
1　

ま
で
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平成 19 年から、税源移譲によって所得税・住民税が変わっています。

控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます。       

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。

平成 18 年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額があ

る場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方は
申告が必要です！

所得税から控除しきれなかった
住宅ローン控除額を翌年度の住
民税（所得割）から控除

税源移譲前

所得税額

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
所得税額

住宅ローン
控除額

税源移譲後

所得税額
が減少

所得税額

住宅ローン
控除可能額

減少

所得税
住宅ローン

控除額

控除しきれ
なかった額

住民税住宅
ローン控除額

納付すべき
住民税額措

置

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

－

－

＝

＝

申告期限

平成 20 年
3 月 17 日

まで

これまで所得税から控除できた
住宅ローン控除額が減少

平成 20 年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。 

　平成 19 年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成 20 年 3 月 17 日までに、平成 20 年 1 月
1 日現在お住まいの市町村へ「市町村民税　道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してくだ
さい。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 申告書の提出方法

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ な い 方 源泉徴収票を添付して市町村へ提出

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方 所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

◎詳しくは、税務課まで
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平成 19 年分所得税の確定申告説明会等の開催について
　平成 19 年分の所得税の確定申告（2/18 ～ 3/17）に備え、葛城税務署では、次のとおり説明会の開催と相
談所の開設を実施します。

☆ 所得税確定申告説明会、決算及び消費税説明会
 ・ 所得税および消費税の申告手続き、改正点などの説明を行います。
 ・ この説明会では、個別の申告相談および申告書の収受は行っていません。

説　明　会　会　場 日　　　時

奈良県広域地場産業振興センター（5 階大会議室） 1 月 25 日（金）午後 2 時 00 分～ 4 時 30 分

奈良県橿原文化会館（1 階小ホール） 1 月 28 日（月）午後 1 時 20 分～ 3 時 50 分

ふたかみ文化センター（1 階市民ホール） 1 月 29 日（火）午後 2 時 00 分～ 4 時 30 分

説　明　会　会　場 日　　　時

香芝市役所（2 階　大会議室） 1 月 31 日 ( 木 ) ～ 2 月 4 日 ( 月 )

（午前の部）

10 時～正午 

（午後の部）

1 時～ 3 時 30 分

五條市立中央公民館（3 階　会議室） 1 月 31 日 ( 木 ) ～ 2 月 1 日 ( 金 )

河合町まほろばホール ( 小ホール ) 2 月  5 日 ( 火 ) ～ 2 月 7 日 ( 木 )

葛城市歴史博物館　( あかねホール ) 2 月 7 日 ( 木 ) ～ 2 月 8 日 ( 金 )

王寺町やわらぎ会館（3 階研修室） 2 月 13 日 ( 水 ) ～ 2 月 15 日 ( 金 )

葛城納税協会会館（2 階会議室） 2 月 13 日 ( 水 ) ～ 2 月 14 日 ( 木 )

説　明　会　会　場 日　　　時

橿原市商工経済会館（7 階中ホール） 2 月 18 日 ( 月 ) ～ 3 月 4 日 ( 火 )

（午前の部）

10 時～正午 

（午後の部）

1 時～ 3 時 30 分

香芝市役所（2 階大会議室） 2 月 18 日 ( 月 ) ～ 2 月 22 日 ( 金 )

王寺町やわらぎ会館（2 階多目的フロアー） 2 月 18 日 ( 月 ) ～ 2 月 22 日 ( 金 )

五條市市民会館（3 階会議室） 2 月 25 日 ( 月 ) ～ 2 月 29 日 ( 金 )

北葛広域申告会場　畿央大学（第二講義棟 2 階第 3 会議室） 2 月 26 日 ( 月 ) ～ 3 月 3 日 ( 月 )

葛城市歴史博物館（あかねホール） 3 月 5 日 ( 水 ) ～ 3 月 6 日 ( 木 )

☆ 公的年金等受給者の事前集合指導
 ・ 公的年金等の受給者対象の確定申告説明会です。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得等の
 　 相談は行いません。
 ・ 土・日・祝日は開催していません。

☆ 確定申告期間中の相談会場は次のとおりです。
 ・ 税理士が相談を行い、確定申告書の受付を行います。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得
 　 等の相談は行いません。
 ・ 土、日曜日は開催していません。

＊ 各会場ともに駐車場が狭いため、お車での来場はご遠慮ください。
＊ 北葛広域申告会場「畿央大学（第二講義棟 2 階第 3 会議室）」には駐車場がありません。来場される方は、
 　正門からお入りください。また、自転車・バイクでお越しの方は、東門へお回りください。
※ 葛城税務署では、今年の確定申告期間中、平日（月曜から金曜日）以外にも次の日に限り、確定申告の相談・
　 申告書の受付を行います。

● 2 月 24 日（日）、3 月 2 日（日）　いずれも午前 9 時～午後 5 時（正午～午後 1 時は除く）

　国税庁ホームページの利用について

 国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」で確定申告書の作成ができます。
 国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
 ご自宅のパソコンからインターネットを利用して、確定申告が可能です。
 ホームページは 24 時間利用できます。
 還付申告の方は、2 月 18 日（月）以前でも申告書の提出ができます。

◎詳しくは、葛城税務署　☎（22）2721 まで
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寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
自
宅
か

ら
外
出
す
る
機
会
や
楽
し
み
を
つ

く
ろ
う
と
、
地
域
の
み
な
さ
ま
が
、

公
民
館
な
ど
を
活
用
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
八
川
地
区
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
八
栄
会
地
域
サ
ロ
ン
の

集
い
」
で
す
。
こ
の
会
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
世
話
役
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
寿
連
合
会
や
区
長
さ
ん
の

●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
で
す
。

協
力
の
も
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

去
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
は
、

当
初
参
加
者
が
少
な
く
苦
労
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
10
名
程

の
参
加
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
す

が
地
域
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
手
芸
や
歌
、
押
し
花
な

ど
で
、
春
に
は
賢
島
へ
一
泊
旅
行

に
も
出
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
会
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
お
話
し
を
し
な
が

ら
楽
し
く
制
作
に
取
り
組
ま
れ
、

素
敵
な
作
品
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
1
月
�1
日
で
す

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋

に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
機
械
、
器
具
、
設
備
な
ど
の

償
却
資
産
に
つ
い
て
も
課
税
の
対

象
と
な
り
、
そ
の
所
有
者
に
対
し

固
定
資
産
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

◎
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

⇒

1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、

　
　

償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人

　
　

お
よ
び
個
人

※
免
税
点
未
満
（
所
有
者
の
課
税

　

標
準
額
の
合
計
が
1
5
0
万

　

円
に
満
た
な
い
場
合
）
で
あ
っ

　

て
も
、
1
月
1
日
現
在
に
お
い

　

て
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
れ

　

ば
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
前
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方

　

⇒

平
成
19
年
1
月
2
日
か
ら
平

　
　

成
20
年
1
月
1
日
ま
で
の
間

　
　

に
増
加
ま
た
は
減
少
し
た
資

　
　

産
に
つ
い
て
申
告
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

◎
該
当
す
る
資
産
が
な
く
な
っ
た

場
合

　

⇒

休
業
、
廃
業
、
解
散
な
ど
で

　
　

該
当
す
る
資
産
が
な
く
な
っ

　
　

た
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
申

　
　

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
償
却
資

産
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
耐
用
年
数
が
1
年
未
満
ま
た

　

は
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
で

　

あ
る
も
の
。

　

②
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
で

　

事
業
年
度
ご
と
に
一
括
し
て
3

　

年
間
で
償
却
を
行
う
も
の
。

　

③
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車

　

の
よ
う
に
自
動
車
税
、
軽
自
動

　

車
税
の
課
税
対
象
に
な
る
も

　

の
。

　

④
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い

　

る
も
の
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で



1� 広報「 」平成20年1月号

平成20・21年度葛城市建設工事等入札参加資格審査申請要領

平成20年2月1日（金）～  平成20年2月29日（金）【午前9:00 ～ 午後4:00】
ただし、正午より午後1時の間及び土曜日・日曜日・祝日は受付致しません。

葛城市役所 新庄庁舎 都市整備部管理課 〒639-2195  奈良県葛城市柿本166番地

持参もしくは、郵送による。 ただし郵送の場合は、平成20年2月22日までに必着のこと。
また、郵送の場合で受領書が必要な方は、返信用封筒（80円切手貼付）を必ず同封のこと。

書類サイズはＡ４版紙ファイル綴じとします。（各業種毎の申請書を番号順に綴り、共通書類は後ろに綴ること）
次の各業種区分に応じ、必要な書類を提出すること。
書類に不備のあるときは、受付をしない場合があります。

平成20年4月1日 ～ 平成22年3月31日の2カ年
ただし、建設工事業者は、経営事項審査結果通知書の最新のものを随時提出してください。

※物品申請書様式については、市のホームページからもダウンロードできます。http://www.city.katsuragi.nara.jp/

 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の5第1項及び第167条の11第2項の規定に基づき、平成20・21年度に
葛城市が発注する建設工事、測量及び建設コンサルタント等の請負又は業務委託並びに建設工事等に係わる物品の製造等の
競争入札に参加しようとする者は、次により入札参加資格審査申請書（指名願）を提出してください。(この申請をもとに
作成される名簿は、市長部局をはじめとし、教育委員会及び水道局の発注する建設工事等の競争入札に使用されます。)
なお、今回の指名願は基準年であるため資格審査に該当する者はすべて申請する必要があります。

受付対象者

受付期間

全業種
共通書類

建設工事

有効期限

業

種

物 品

測量・建設等
コンサルタント

（役務の提供
  を含む）

書  類  内  容

提出書類

提出方法

受付場所

次の各号に掲げる者で成年被後見人及び被保佐人並びに破産者でない者

１）建設業法による許可業者
２）測量法による登録業者
３）建築士法による登録業者
４）建設コンサルタント登録規定による登録業者

５）地質調査業者登録規定による登録業者
６）補償コンサルタント登録規定による登録業者
７）その他コンサルタント登録規定による登録業者
８）物品（建設工事関係・一般物品・役務の提供）の製造・供給業者

   0745-69-3001   
FAX 0745-69-6456

①（申請者が法人の場合）商業登記簿謄本（写）又は、履歴事項全部証明書（写）
 （申請者が個人の場合）代表者が、成年被後見人及び被保佐人並びに破産者でない証明書（本籍地の市町村長が証明するもの）
②印鑑証明書（写）
③使用印鑑届（原本）（使用印に実印を用いる場合、②の印鑑証明書は原本とする） 
④委任状（原本）（代理人等に権限を委任する場合のみ）
⑤納税関係書類の写し

市 内 業 者

県 外 業 者

県内の市外業者

市税・県税及び国税（消費税及び地方消費税を含む）

県税及び国税（消費税及び地方消費税を含む）

国税（消費税及び地方消費税を含む）

※全業者共通
 すべての税について未納が
 ない旨の証明書

※国税(消費税及び地方消費税を含む)については、所轄税務署発行の納税証明書(様式その3の2［申告所得税］又は
その3の3［法人税］)を添付してください。添付書類のうち①②⑤については、提出日前3ヶ月以内に発行のものに限る

①申請書（国土交通省様式）
 ［宛名は｢葛城市長｣としてください］
②建設業許可証（写）
③工事経歴書（直前2ヶ年分）
④経営事項審査結果通知書（写）
 （審査基準日が最新のもの）

⑤労働災害保険料納付済証明書（写）、
 建設業退職金共済事業加入履行証明書（写）
⑥技術者名簿
 技術検定合格証明書（写）、監理技術者資格者証（写）
⑦営業所・事務所等の一覧表（様式は問いません）

①申請書（国土交通省様式）［宛名は｢葛城市長｣としてください］
②営業所等一覧表
③測量等実績調書
④技術者経歴書
⑤業務に関し、法令上必要とする登録の証明書及び許可証（写）
⑥財務諸表                        
 法人：直前1年の各事業(営業)年度の「貸借対照表」「損益計算書」及び「利益処分計算書」又は「損失処分計算書」
 個人：直前1年の事業(営業)年度の「貸借対照表」「損益計算書」又は、所得税の確定申告書等（写）

①申請書（葛城市様式）   
②業態区分
③希望する営業種目（別紙営業種目区分表より定めた業種の中から3業種まで申請することができます。
          ただし、市との取引に常に応じられる業種に限ります）
④営業所一覧表
⑤業務に関し法令上必要とする登録、許可等の証明書（写）
⑥財務諸表
 法人：直前1年の各事業(営業)年度の「貸借対照表」「損益計算書」及び「利益処分計算書」又は「損失処分計算書」
 個人：直前1年の事業(営業)年度の「貸借対照表」「損益計算書」又は、所得税の確定申告書等（写）
⑦印刷製本業務調書（この調書は印刷類としてＡ-1～Ａ-7を申請する場合のみ提出してください）
⑧建物管理業務調書（この調書は希望する業種Ｑ-1として「建物管理」を申請する場合のみ提出してください）
⑨販売納入先実績一覧表 過去2年間（1件の契約金額から大きいもの順に記入してください）
⑩会社案内パンフレット
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消費者生活相談

　「架空請求や振り込め詐欺、
多重債務」などの消費生活に
関する相談に応じます。

▼日　時 ‥1 月 15 日（火）

 午前 10 時～正午

 午後 1 時～ 4 時

▼場　所 ‥新庄庁舎 2 階
202 会議室

▼相談料 ‥無料

（随時受付相談いたします。）

県の消費者相談窓口は、
次のとおりです。

○奈良県食品・生活相談センター
　奈良市登大路町 10-1

   ☎ ：0742（26）0931

  FAX：0742（27）2686

▼相談受付

 午前 9 時～正午

 午後 1 時～ 4 時

年末年始・土・日曜・祝祭日
を除く

○食の安全・消費生活相談窓口
　大和高田市大中 98-4

　葛城保健所内

   ☎ ：（22）0931

  FAX：（22）4999

▼相談受付

 午前 9 時～正午

 午後 1 時～ 4 時

年末年始・土・日曜・祝祭日
を除く

○県警本部
　悪質商法 110 番

   ☎ ：0742（24）9441

▼相談受付

 午前 9 時～正午

 午後 1 時～ 4 時

土・日曜・祝祭日を除く

◎詳しくは、農林商工課まで。

　

寒
い
日
が
つ
づ
き
、
明

け
方
の
気
温
が
氷
点
下
ま

で
下
が
る
と
蛇
口
や
水
道

管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し

た
り
し
ま
す
。
特
に
、
屋

外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
や
日
陰
で
風

あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
な

ど
は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、

早
め
に
防
寒
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

 
寒
さ
に
備
え
て
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
！

★
凍
結
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
に
保
温
材
（
布
ぎ
れ
、
毛
布
な

ど
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す
き

間
な
く
巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ

い
。

★
も
し
、
凍
結
し
た
と
き
は
・
・
・

　

自
然
に
と
け
て
水
が
出
る
の
を

待
つ
の
が
一
番
で
す
が
、
急
ぐ
と

き
は
凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に

タ
オ
ル
か
布
き
れ
を
か
ぶ
せ
、
ぬ

る
ま
湯
（
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
危
険
で
す
。）
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
く
だ
さ
い
。

★
万
一
、水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
・・・

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

栓
を
閉
め
、
葛
城
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
繕
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
出
る
水
。

　

快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
、
大
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
水
道
局

☎
（
48
）
4
7
0
7
ま
で

▼
日　

程

：

１
月
27
日
（
日
）

▼
目
的
地

：

葛
城
山

▼
集
合
場
所
・
集
合
時
間

：

　

葛
城
市
中
央
公
民
館
前

 
 

午
前
8
時

　

山
口
区
の
入
り
口

 
 

午
前
9
時

▼
対　

象

：

市
内
在
住
在
勤
者

（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
費　

用

：

無
料
（
参
加
賞
進
呈
）

▼
申　

込

：

当
日
各
集
合
場
所
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
服　

装

：

登
山
靴
又
は
長
靴
、

　

防
寒
着
、
帽
子
、
手
袋

 

雪
中
登
山
参
加
者
募
集

▼
持
ち
物

：

弁
当
、
水
筒
、
非
常

　

食
（
パ
ン
・
あ
め
な
ど
）、
ア

　

イ
ゼ
ン
、タ
オ
ル
、着
替
え
シ
ャ

　

ツ
、
ビ
ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
、
雨

　

具
、
新
聞
紙

※
山
頂
に
て
豚
汁
を
作
り
ま
す
の

　

で
、
汁
わ
ん
・
は
し
を
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。（
汁
わ
ん
は
金
属

　

製
を
さ
け
て
く
だ
さ
い
。）

◎
詳
し
く
は
、

　

葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
48
）
6
6
0
0

　

ま
た
は
、

　

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
69
）
6
9
6
1
ま
で

水道管

保温材料
（保温チューブ）

防水テープ
（ビニールテープ）
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インフルエンザを予防しましょう！

　きたる 2 月 2 日（土）に、新庄健康福祉センターにおきまして、生活習慣病予防講演会を開催します。

　講師をお招きしての講演会となります。自身の健康管理に関心のある方や、健康づくりに興味のある方

は、是非ご参加ください。

日　時：2月2日（土）　　　　場　所：新庄健康福祉センター

　※講演会の内容等は、後日有線・防災無線を通じてお知らせいたします。

　お問い合わせは、新庄健康福祉センター　☎（69）9900 まで

☆健康相談
　●日時：1 月 10 日（木）・25 日（金）

　●受付：午前 10 時～午前 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：1 月 15 日（火）・16 日（水）
 　 2 月  5 日（火）・ 6 日（水）
　●受付：午前 10 時～午前 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：1 月 23 日（水）・24 日（木）
　◆受付：午前 10 時～午前 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター
　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

生活習慣病予防講演会開催！

　今年も、インフルエンザの流行する時期となりました。

　インフルエンザはインフルエンザにかかった人の、せきやくしゃみなどと共に空気中に放出されたウイルス

を、鼻腔や気管など気道に吸い込むことによって感染します。（これを飛
ひ ま つ

沫感染と言います）

　インフルエンザにかからない為には予防が大切ですが、以下のことに注意することで、発症のリスクを少な

くすることができます。

　●インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や慢性疾患を持っている方や、疲れていたり、睡眠不足の

　　方は、人の集まる場所への外出を控えましょう。

　●空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりやすくなります。のどの粘膜の防御機能が低下する為です。

　　外出時にはマスクを利用したり、室内では加湿器などを使って、適度な湿度（50％～ 60％）を保つように

　　しましょう。

　●十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日頃からバランスよく栄養を摂る

　　ことも大切です。

　●帰宅時のうがい、手洗いもウイルスを体内に入れないという効果があります

　　ので、インフルエンザだけでなく、一般的な感染症の予防としておすすめです。

　また、万が一インフルエンザにかかった場合は、早めに治療し、体を休めるよ

うにしましょう。自身の体を守るだけでなく、他の人にインフルエンザをうつさ

ないという意味でも大変重要です。

（健康増進課）
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
、
こ
の｢

人
権
コ
ー
ナ
ー｣

を
少
し
で

も
人
権
問
題
を
考
え
る
資
料
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
私
た
ち
の
社
会

に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
ま
ず
、「
女

性
と
人
権
」
か
ら
、
Q
 a
n
d
 
A
（
質
問

と
答
え
）
形
式
で
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

問　

題

（
人
権
政
策
課
）

日
本
の
男
女
の
賃
金
格
差

（
一
般
労
働
者
に
つ
い
て
）

は
、
男
性
1
0
0
円
と
す

る
と
、
女
性
は
約
何
円
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

（
答
え
は
コ
ー
ナ
ー
の
最
後
に

あ
り
ま
す
）

● 

男
女
の
賃
金
格
差

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
一

般
労
働
者
の
平
均
所
定
内
給
与
額
は
、
男

性
一
般
労
働
者
を
1
0
0
と
し
た
場
合
、

1
9
8
6
年
に
は
59.
8
、
2
0
0
1
年
は

65.

3
、
2
0
0
4
年
で
、
68.

8
と
な
っ

て
い
ま
す
。
徐
々
に
格
差
は
縮
小
し
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
大
き
な
開
き
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
2
0
0
5
年
に
は
65.

9

と
な
り
、
再
び
格
差
が
拡
大
の
方
向
に
転
じ

男女間賃金格差の国際比較
（男性を 100 とした場合）

(％ )

(2004) (2001) (1999) (1993) (1998)

68.8

76.0
80.6

74.2
79.8

● 

男
の
子
、
女
の
子
で
異
な
る

損
害
賠
償
額

　

子
ど
も
が
事
故
や
犯
罪
で
死
亡
す
る
、
障

害
を
負
っ
た
場
合
、
保
険
金
や
損
害
賠
償
は

労
働
省
の
「
賃
金
セ
ン
サ
ス
（
賃
金
構
造
基

て
い
ま
す
。

　

こ
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
で
は
勤

続
年
数
の
短
い
者
の
割
合
が
高
く
、
管
理
職

の
割
合
が
低
い
こ
と
、
高
学
歴
者
の
割
合
が

低
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
働
き
や
す
さ
、
昇
進

昇
格
、
教
育
機
会
な
ど
に
関
す
る
男
女
の
格

差
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
絡
み
合
っ
た
結
果

と
い
え
ま
す
。

本
統
計
調
査
）
の
男
女
別
平
均
賃
金
を
ベ
ー

ス
に
算
定
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
す
。
事
故

や
犯
罪
に
遭
わ
な
け
れ
ば
こ
の
子
ど
も
が

将
来
、
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
逸
失
利
益
を
保

障
す
る
わ
け
で
す
が
、
女
性
の
平
均
賃
金
は

男
性
よ
り
低
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は

1
、
0
0
0
万
円
近
い
差
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
2
0
0
0
年
、
中
学

生
の
女
の
子
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
た
奈

良
県
の
両
親
が
加
害
者
ら
に
損
害
賠
償
を

求
め
た
民
事
裁
判
で
、
奈
良
地
裁
は
「
逸

失
利
益
の
算
定
に
男
女
差
が
生
じ
る
こ
と

は
性
別
で
可
能
性
に
差
異
を
設
け
て
一
方

的
に
差
別
す
る
こ
と
で
あ
り
、
妥
当
で
は
な

い
」
と
し
て
、
男
女
合
わ
せ
た
全
労
働
者
の

平
均
賃
金
を
基
に
し
た
判
決
を
言
い
渡
し

ま
し
た
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
男
女
共
同
参
画

基
本
法
の
施
行
で
女
性
に
も
男
性
と
同
じ

仕
事
、
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
見
解
か
ら
の
判
決
で
し
た
。

　

男
の
子
か
、
女
の
子
か
で
い
の
ち
の
重
さ

に
差
が
つ
く
。
こ
の
観
点
か
ら
も
男
女
間
の

賃
金
格
差
の
是
正
は
急
が
れ
て
い
ま
す
。

答
え

：

約
65
円

　
（
参
照
）
解
放
出
版
社

ク
イ
ズ　

ウ
ル
ト
ラ
人
権
1
0
0
問
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増
え
続
け
る
侵
入
盗
、

今
す
ぐ
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う

● 

窓
、
サ
ッ
シ
に
防
犯
対
策
が

さ
れ
て
い
る

　

防
犯
性
能
の
高
い
ガ
ラ
ス
に
し

た
り
、
頑
丈
な
格
子
を
取
り
付
け

た
り
し
て
構
造
強
化
を
図
る
。

　

警
報
装
置
、
防
犯
フ
イ
ル
ム
も

効
果
的
。

● 

防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る

　

夜
間
、
人
が
通
る
た
び
に
感
知

し
て
点
灯
し
、
不
審
者
を
威
嚇
す

る
効
果
が
あ
る
。

● 

見
通
し
が
よ
い

　

塀
や
垣
根
は
低
く
し
て
周
囲
か

ら
の
見
通
し
を
よ
く
す
る
。

　

ま
た
家
の
周
り
の
木
々
は
こ
ま

め
に
伐
採
し
て
侵
入
者
の
姿
を
隠

す
と
こ
ろ
を
な
く
す
。

● 

隣
近
所
で
声
を
か
け
合
う

　

日
ご
ろ
か
ら
密
な
近
所
付
き
合

い
を
心
が
け
、
留
守
に
す
る
際
に

は
ひ
と
声
を
か
け
、
そ
れ
と
な
く

様
子
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
。

● 

施
錠
を
徹
底
し
て
い
る

　

 

鍵
の
数
を
増
や
し
（
ツ
ー
ロ
ッ

ク
）
出
か
け
る
と
き
は
家
の
な
か

の
す
べ
て
の
鍵
を
か
け
る
こ
と
を

習
慣
を
つ
け
る
。

● 

砂
利
が
敷
い
て
い
る

　

庭
に
玉
砂
利
を
敷
く
と
音
が
し

て
防
犯
対
策
に
な
る
。

● 

窓
の
下
に
足
場
を
置
い
て
な
い

　

高
い
窓
か
ら
で
も
、
エ
ア
コ
ン

の
室
外
機
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
こ

を
足
場
に
泥
棒
は
侵
入
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
足
場
が
な
い
か
、
い
ま

一
度
検
証
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
想

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

被
害
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
す
。「
今
度
」「
後
で
」
に
す

る
の
で
は
な
く
、
今
す
ぐ
防
犯
対

策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

  

不
審
者
を
見
か
け
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
「
1
1
0
番
」
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

高
田
警
察
署 

☎
（
22
）
0
1
1
0

▽▼１１９コーナー▲△
平成 19年 11 月中
　　火災…2 件　　救急…　  123 件　　救助…  1 件
平成 19年の累計
　　火災…5 件　　救急…1、141 件　　救助…16 件

緊
急
時　

　

頼
れ
る
あ
な
た
の　

1
1
0
番

～ 

1
月
10
日
「
1
1
0
番
の
日
」 

～

　

1
1
0
番
通

報
は
、
緊
急
を
要

す
る
事
件
事
故
等

に
対
応
し
ま
す
。

　

急
を
要
さ
な

い

要

望
・

相

談
・
苦
情
や
各
種
照
会
は
、
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
9
1
1
0
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　

住
宅
へ
の
侵
入
に
は
「
空
き
巣
」

「
忍
び
込
み
」「
居
空
き
」
の
3
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
防
犯
設
備
な
ど
が

整
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

件
数
自
体
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

犯
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用

い
て
侵
入
し
て
き
ま
す
の
で
厳
重

な
防
犯
対
策
を
施
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

泥
棒
に

「
ね
ら
わ
れ
に
く
い
家
」
と
は

　

泥
棒
は
、
侵
入
す
る
家
を
絶
え

ず
物
色
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
泥
棒
に
「
ね

ら
わ
れ
に
く
い
家
」
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
の　

警
察
相
談　

＃
9
1
1
0

　
　
　

○ 
何
が
あ
っ
た
か
？

○ 

ど
こ
で
？
（
場
所
）

　
（
電
柱
番
号
も
目
標
物
に
な
り
ま
す
。）

○ 

い
つ
？

○ 

犯
人
は
？

○ 

今
ど
う
な
っ
て
い
る
？

○ 

あ
な
た
の
住
所
と
名
前
・
電
話
番
号
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２００８年
３月９日（日）

【会　場】新庄文化会館（マルベリーホール）
【入場料】全席指定５，０００円（当日券５００円増し）
　　  　　※友の会価格４，５００円

チケットぴあ　P コード２７５−８５７　ローソンチケット　L コード５４４５７

開場　１４：３０
開演　１５：００

2008年1月1日～2月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

48-2811【生涯学習課】

69-6950

69-6368

57-0300【大和広陵高等学校】 

 1

 2

1

14

19

2

10

月

土

土

日

成人式

奈良県PTA協議会研究大会

華表保育園生活発表会

奈良県高等学校連合音楽会

関係者

  関係者（一般可）

関係者

関係者

葛城市教育委員会

奈良県PTA協議会

華表保育園

奈良県高等学校音楽教育研究会

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

10：0010 木 葛城市消防出初式（荒天時） 関係者 葛城市消防団
月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 日 木木 金月 火 水 火 水月 土 日 月 木木 金 火土 水 木木 金 土日 月 火日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 2021222324252627282930

31

3114

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

69-7171

      9：30～

  9：40～12：00

  9：00～12：00

未  定
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 6  7  8  9 101112 15161713 17

火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水月 土 木木 金 土日 月 火日 月

1819 202122232425262728293014

 6  7  8  9 101112 151613 171819 2021222324252627282930

31

3114  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5 2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

1 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

　

日
時

：

1
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　
『
み
な
し
ご 

ハ
ッ
チ
昆
虫
物
語 

再
会
編
』 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

1
月
13
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
ね
こ
と
ね
ず
み

　

お　

話
…
干
支
の
は
じ
ま
り

　

絵　

本
…
ぞ
う
く
ん
ね
ず
み
く
ん

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
ゆ
め
み
こ
ぞ
う

　

絵　

本
…
ね
ず
み
の
お
よ
め
さ
ん

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

1
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・

Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
ハ
リ
ー
の
セ
ー
タ
ー

　

お　

話
…
見
え
な
い
箱

　
　

詩　

…
の
は
ら
う
た　

よ
り　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

紙
芝
居
…
ふ
く
は
う
ち　

お
に
も
う
ち

　

絵　

本
…
ね
ず
み
の
お
よ
め
さ
ん

　

お　

話
…
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

泣き虫ハァちゃん
河合　隼雄／著
岡田　知子／絵

遊んで遊んで
リンドグレーンの子ども時代

クリスティーナ・ビヨルク／文
　　　エヴァ・エリクソン／絵
　　　　　　石井　登志子／訳

　

昨
年
の
七
月
に
他
界
し
た
著
者
の
遺
作
。

　

出
身
地
の
丹
波
篠
山
を
舞
台
に
、
愛
情

深
い
両
親
と
た
く
さ
ん
の
兄
弟
や
同
級
生

た
ち
と
過
ご
す
中
、
成
長
し
て
い
く
一
人

の
少
年
の
姿
を
描
き
ま
す
。
柔
ら
か
な
水

彩
の
挿
絵
も
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
は
「
こ
れ
ま
で
の
人

生
、
い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
の
は
子
ど
も

時
代
」
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
彼
女
の
作
品
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
、
そ
の
楽
し
か
っ
た
子
ど
も
時
代

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
ド
グ

レ
ー
ン
の
思
い
出
を
一
緒
に
た
ど
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　「場の空気」を読むのが上手な人下手な人 和田秀樹 ○
　平清盛福原の夢 高橋昌明 ○
　ニッポンを繁盛させる方法 島田紳助 ○
　二日酔いの特効薬のウソ、ホント。 中山健児 ○
　リボンでつくるコサージュ　 長谷恵 ○
　道路交通法改正 Q ＆ A　 交通行政研究会 ○
　黒い森　生存者 殺人者 折原一 ○
　わたしはここにいる、と呟く。 新津きよみ ○
　パーフェクト・アリバイ　THE  PERFECT  ALIBI A.A. ミルン ○
　白馬の騎手 テオドール・シュトルム ○
★コウノトリがおしえてくれた 池田啓 ○
★ずっとずっとじぶんの歯　児童・生徒向 丸森英史 ○
★ふわふわあったか！てぶくろ 大内輝雄 ○
★北島康介物語 本郷陽二 ○
★ことば遊びネタのタネ　第 1 巻　学校ネタ編 しばはらち ○
★ふしぎの森のヤーヤー思い出のたんじょう日 内田麟太郎 ○
★凛九郎　2　父の秘密 吉橋通夫 ○
★パリと四人の魔術師 メアリー・ポープ・オズボーン ○
★ひとりぼっち？ フィリップ・ヴェヒター ○
★おせちのおしょうがつ 吉田朋子 ○
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増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

1
月
6
日
（
日
）・
2
月
3
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
～
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

1
月
26
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

　

 
税
の
納
期

　

1
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
分
の

納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
1
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
展
示
会
】

　
『
四
季
耕
作
図
の
世
界
』

▼
会　

期

‥

1
月
26
日（
土
）～
3
月
23
日（
日
）

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
公
開
講
座
】

　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
10
回
）

　
　
「
竹
内
遺
跡
と
弥
生
文
化
」

▼
日　

時

‥

1
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

酒
井
龍
一
氏（
奈
良
大
学
教
授
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

 
 

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

　　

　

 

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
1
月
14
日
（
月

：

成
人
の
日
）
は
祝
日
で

す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

‥

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
辨
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・
山
口
・

梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

 

文
化
財
防
火
週
間

（
1
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」）

　
　

1
月
23
日
（
水
）
か
ら
29
日
（
火
）
ま
で

文
化
財
防
火
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
法
隆
寺

の
金
堂
壁
画(

国
宝)

が
焼
損
し
た
事
故
を

教
訓
と
し
て
、
昭
和
30
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、寺
社
な
ど
の
建
造
物
や
仏
像
・

絵
画
な
ど
の
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
心
配
り
を
積
み
重
ね
て
い
か
な

け
れ
ば
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 
文
化
財
の
近
く
で
は
、
た
き
火
や
タ
バ

　

コ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

● 

文
化
財
の
近
く
で
は
、
燃
え
や
す
い
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
(

葛
城
市
消
防
署
・
葛
城
市
消
防
団

・
葛
城
市
教
育
委
員
会)

 

葛
城
市
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
登
録

　

平
成
20
年
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

員
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

：

　

1
月
15
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
木
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

▼
受
付
時
間

：

午
前
9
時
か
ら

 
 

 

午
後
5
時
ま
で

▼
募
集
職
種

：

一
般
事
務
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　

業
務
・
図
書
館
業
務
・
学
校
図
書
室
補
助

　

業
務
・
学
校
給
食
調
理
業
務
・
い
き
い
き

　

セ
ン
タ
ー
業
務
・
保
健
師
の
業
務
・
看
護

　

師
の
業
務
・
栄
養
士
の
業
務
・
保
育
所
給

　

食
調
理
業
務
・
保
育
士
の
業
務
・
児
童

　

館
業
務
・
学
童
保
育
指
導
業
務
・
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
・
幼
稚
園
補
助
業
務

　
（
一
般
事
務
・
教
員
）・
博
物
館
学
芸
員
補

　

助
業
務
・
公
共
バ
ス
（
普
通
車
）
運
転
業

　

務
・
介
護
支
援
専
門
員
業
務　

等

▼
応
募
資
格

：
市
内
在
住
の
方
（
職
種
に
よ

　

り
、
資
格
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。）

▼
応
募
方
法

：

「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

　

員
登
録
申
請
書
」
及
び
「
履
歴
書
」
を

　

葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎
3
階
秘
書
課
、
ま

　

た
は
、
當
麻
庁
舎
2
階
教
育
総
務
課
ま
で

　

受
付
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
期
間

：

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で

※ 

「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
申
請

　

書
」
及
び
「
履
歴
書
」
は
、
秘
書
課
ま
た

　

は
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
葛

　

城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
秘
書
課
ま
で
。
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ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集
！

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
自
ら
考
え
行
動

で
き
る
人
に
な
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
人
に

役
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
興

　
 

食
品
表
示
説
明
講
座
開
催

　

あ
な
た
は
今
話
題
の
「
食
品
表
示
」
に
自

信
は
あ
り
ま
す
か
？

　

正
し
い
理
解
を
専
門
家
の
講
座
で
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

▼
主　

催

：

葛
城
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

▼
日　

時

：

１
月
20
日
（
日
）

 
 

午
前
10
時
～
11
時
20
分

▼
場　

所

：

當
麻
文
化
会
館　

大
研
修
室

▼
講　

師

：

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局　

 

奈
良
農
政
事
務
所
表
示
企
画
指
導
官

▼
対　

象

：

一
般
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　

受
け
ら
れ
ま
す
。
主
婦
の
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

　

修
、
子
ど
も
会
な
ど
の
研
修
用
に
も
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。（
先
着
90
名
様
ま
で
）

▼
申　

込

：

當
麻
文
化
会
館
内
生
涯
学
習

　

課
窓
口
へ
。
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
☎
（
48
）
2
8
1
1

　

ま
た
は
、
☎
（
48
）
5
0
0
0

※
当
日
直
接
会
場
へ
来
て
い
た
だ
い
て
も

　

結
構
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　
 

「
食
の
安
全
・
安
心
」
有
機
栽
培

 

及
び
特
別
栽
培
研
修
会
開
催

　

有
機
栽
培
及
び
特
別
栽
培
等
に
つ
い
て

計
3
回
の
研
修
会
を
開
き
ま
す
。
感
心
の
あ

る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
場　

所

：

當
麻
文
化
会
館　

2
階
中
研
修
室

▼
申　

込

：

当
日
研
修
会
場
で
受
付
し
ま
す
。

▼
費　

用

：

3
0
0
円(

3
回
分
の
資
料
代)

▼
講　

師

：

奈
良
県
有
機
農
業
連
絡
協
議
会
会
長 

 
 

 

永
座
康
全
氏

第
1
回

【
日
時
】
1
月
10
日
（
木
）
午
後
7
時
～
9
時

【
内
容
】
①
J
A
S
有
機
申
請
の
手
続
き
等

　
　
　

 

②
有
機
栽
培
（
特
別
栽
培
）
の
方
法

　
　
　

 

③
春
か
ら
の
作
付
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

 

④
そ
の
他

第
2
回

【
日
時
】
2
月
14
日
（
木
）
午
後
7
時
～
9
時

【
内
容
】
①
有
機
栽
培
の
実
際

　
　
　

 

②
特
別
栽
培
の
実
際

　
　
　

 

③
そ
の
他　
　
　
　

第
3
回

【
日
時
】
3
月
3
日
（
月
）
午
後
7
時
～
9
時

【
内
容
】
①
有
機
栽
培
で
の
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い
て

　
　
　

 

②
特
別
栽
培
で
の
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

 

③
そ
の
他

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

　

味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

：

年
長
5
歳
児
・
小
学
1
年
・

2
年
・
3
年
生
の
女
の
子

▼
申　

込

：

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
53
団
・

杉
岡　

☎
（
48
）
2
7
5
9
ま
で

※ 

11
月
3
日
に
行
わ
れ
た
文
化
と
コ
ミ
ュ 

 

ニ
テ
ィ
ま
つ
り
で
は
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご 

 

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

5
、
5
9
3
円
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

 

し
た
。

（
生
涯
学
習
課
）

　

ス
ト
ッ
プ
！　

食
品
の
不
正
・
偽
装
表
示

 
 

食
品
表
示
1
1
0
番

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購
入
す

る
と
き
、
食
品
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
重
要
な
情
報
で
す
。

　

奈
良
農
政
事
務
所
で
は
、「
食
品
表
示

1
1
0
番　

専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
」を
開
設
し
、

食
品
の
不
正
・
偽
装
表
示
な
ど
に
関
す
る
情
報

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
疑
問
や
苦
情

も
広
く
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

　

近
畿
農
政
局
奈
良
農
政
事
務
所

　

食
品
表
示
1
1
0
番（
専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　

☎
0
7
4
2
（
23
）
1
2
9
0

　

一
般
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

☎
0
7
4
2
（
23
）
1
2
8
3
ま
で
。

　

 

し
ご
と　

セ
ン
タ
ー
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
」

▼
概　

要

：

　▼
時　

間

：

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
定　

員

：

24
人
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
受
講
料

：

　

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス　

1
2
、
6
0
0
円

（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
必
要
）。

▼
申　

込

：

1
月
15
日
（
火
）
午
前
9
時
～

　

午
後
5
時
か
、
1
月
16
日
（
水
）
午
前
9

　

時
～
正
午
に
80
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒

　

を
持
参
の
う
え
、
本
人
が
会
場
へ
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
し
ご
と　

セ
ン
タ
ー　

 

大
和
高
田
市
西
町
1
ー
60

 

☎
（
24
）
2
0
1
0
ま
で
。

コース名 受講期間 内　容 対　象 会 場

エ ク セ ル 
コース

1 月 31 日（ 木）

～

2 月 18 日（月）
 

12 日間

エクセル（表
計算ソフト）
エ ク セ ル 3
級 資 格 試 験
あり
短 期 間 で 資
格取得

県 内 居 住
の 就 職 希
望 者 で、
パ ソ コ ン
で 文 書 作
成 が で き
る方

高田しご
と　セン
ター



●日時　1月 10日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　1月 17日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　1月 24日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
　　　　　　　☎	69-3001

●日時　1月 17日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　1月 24日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
【大和高田市	総合福祉会館】　
　日時　毎週木曜日　午後 1時〜 4時
　場所　大和高田市池田 418-1
【香芝市役所】　
　日時　第 1水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　香芝市本町 1397
【橿原市役所】　
　日時　第 2・3水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　橿原市八木町 1-1-18
【王寺町	地域交流センター】　
　日時　第 4水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　王寺町久度 2-2-1-501
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
☆次の会場でも相談できます。
	 桜井市中央公民館・青垣生涯学習センター	
	 （田原本町）・上牧町保健福祉センター・宇	
	 陀市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
	 下市町役場・大淀町役場
＊	日時等は、電話でご確認ください。


